
2017
主
な
行
事
予
定

12
月 

J
A
秋
田
中
央
会

全
県
Ｊ
Ａ
農
業
経
営
管
理
支
援

　
　
　
担
当
部
課
長
会
議・研
修
会

13
日

初
級
職
員
研
修
会（
２
回
目
）〜
7
日

5
日

Ｊ
Ａ
教
育
研
修
事
業
連
絡
調
整
会
議

12
日

平
成
29
年
度
Ｊ
Ａ
農
業
経
営

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会

14
日

農
協
法
施
行
記
念
式
典

18
日

秋
田
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

 

　
　
介
護
支
援
専
門
員
等
研
修
会

22
日

秋
田
県
農
業
関
係
施
策
等
に
関
す
る
懇
談
会

25
日

中
央
会
理
事
会

26
日

仕
事
納
め
式

28
日

管
理
経
営
シ
ス
テ
ム
協
議
会

　
　
検
討
委
員・部
課
長
合
同
会
議

全
県
J
A
企
画
管
理
部
課
長
会
議

15
日

秋
田
県
J
A
管
理・経
営
シ
ス
テ
ム
協
議
会

第
５
回
J
A
バ
ン
ク
あ
き
た
ア
カ
デ
ミ
ー

窓
口
コ
ン
テ
ス
ト【
窓
口
セ
ー
ル
ス
部
門
】

2
日

平
成
29
年
度
第
５
回

 

秋
田
県
J
A
バ
ン
ク
運
営
協
議
会

　
　
　
専
門
委
員
会・部
課
長
会
議

11
日 12

月 

J
A
バ
ン
ク
あ
き
た

シリーズ JAグループへの
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ご
存
知
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

「
医
食
同
源
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

意
味
は
、「
病
気
の
治
療
も
普
段
の
食
事
も
、

と
も
に
人
間
の
生
命
を
養
い
健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
も
の
で
、
そ
の
源
は
同
じ
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
（
三
省
堂
大
辞
林 

第
三
版

よ
り
）」
と
い
う
こ
と
で
、
簡
単
に
言
う
と

身
体
に
い
い
も
の
を
食
べ
て
元
気
に
過
ご

そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
最
近
こ
こ

に
『
農
』
を
入
れ
て
、「
医
食
農
同
源
」
っ

て
い
う
お
話
を
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
身
体
に
い
い
も

の
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
食
べ
て
、
元
気
に

過
ご
そ
う
…
農
業
も
そ
の
視
点
で
貢
献
し

て
い
こ
う
っ
て
い
う
意
味
で
す
。
最
初
農

作
物
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
る
た
め
の
対
象

で
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
味
が
重
要
に
な

り
、
そ
し
て
現
在
さ
ら
に
栄
養
性
や
機
能

性
が
評
価
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
私
が
大
学
で
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と

は
、「
環
境
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
る
高
機

能
性
野
菜
の
栽
培
方
法
の
確
立
」
と
い
う

も
の
で
す
。
野
菜
を
は
じ
め
と
し
て
味
や

機
能
性
（
栄
養
成
分
）
を
変
え
る
に
は
、

大
き
く
分
け
て
「
品
種
改
良
」「
遺
伝
子
組

み
換
え
」「
栽
培
環
境
の
制
御
」
の
３
つ
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。
お
米
で
知
ら
れ
て
い

る
品
種
改
良
は
、
１
つ
の
新
し
い
品
種
を

作
る
の
に
最
低
10
年
と
い
う
長
い
時
間
と

多
く
の
コ
ス
ト
が
掛
か
り
ま
す
。
遺
伝
子

組
み
換
え
は
、
ま
だ
日
本
で
は
社
会
的
に

理
解
が
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私

は
「
栽
培
環
境
の
制
御
」
と
い
う
方
法
で
、

野
菜
の
成
分
を
変
え
る
方
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
最
初
に
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
が
「
腎

臓
病
透
析
患
者
の
た
め
の
低
カ
リ
ウ
ム
野

菜
」
の
栽
培
法
に
つ
い
て
で
し
た
。
き
っ

か
け
は
今
か
ら
十
数
年
前
、
私
が
腎
臓
を

悪
く
し
て
透
析
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
腎
臓
機
能
が
落
ち

て
く
る
と
体
内
か
ら
カ
リ
ウ
ム
を
排
出
で

き
な
く
な
る
た
め
に
、
体
内
の
カ
リ
ウ
ム

濃
度
が
高
く
な
っ
て
不
整
脈
や
心
不
全
の

原
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め

腎
臓
機
能
が
低
下
し
て
透
析
患
者
は
、
野

菜
に
は
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
ん
で
い
る
の

で
、
と
く
に
生
野
菜
を
食
べ
な
い
よ
う
に

食
事
指
導
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
野
菜

に
は
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
分
や
食
物
繊
維
が

含
ま
れ
て
い
て
、
で
き
れ
ば
食
事
に
取
り

入
れ
た
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
カ
リ
ウ
ム

だ
け
が
少
な
い
野
菜
が
あ
れ
ば
良
い
の
で

は
と
考
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
家
庭
菜
園
の
肥
料
を
購
入
す
る
と

分
か
る
よ
う
に
、
窒
素
と
リ
ン
と
並
ん
で

カ
リ
ウ
ム
は
植
物
の
３
大
栄
養
素
の
一
つ

な
の
で
、
カ
リ
ウ
ム
が
無
い
と
育
ち
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
栽
培
環
境
を
う
ま
く
調
節

し
な
が
ら
、
植
物
に
カ
リ
ウ
ム
が
無
く
な
っ

た
こ
と
を
気
づ
か
せ
な
い
よ
う
に
栽
培
す

る
こ
と
で
、
普
通
の
野
菜
と
比
較
し
て
成

長
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
カ
リ
ウ

ム
の
量
だ
け
４
分
の
1
程
度
に
減
ら
す
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

も
と
に
全
国
で
レ
タ
ス
を
中
心
に
「
低
カ

リ
ウ
ム
野
菜
」
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
「
骨
折
関
節
疾
患
予
防
の
た
め

の
カ
ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
高
含
量

野
菜
」「
鉄
欠
乏
予
防
の
た
め
の
鉄
高
含
量

野
菜
」「
亜
鉛
欠
乏
予
防
の
た
め
の
亜
鉛
高

含
量
野
菜
」
の
栽
培
方
法
を
研
究
し
、
現

在
実
用
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
実
は
こ
こ
で
紹
介
し
た
こ
れ
ら
の
野
菜

は
、
畑
で
は
な
く
人
工
的
に
栽
培
環
境
を

制
御
し
、
土
壌
を
使
わ
ず
一
年
中
栽
培
で

き
る
「
植
物
工
場
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ

で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
畑
で
は
実
現
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
環
境
で
栽
培
す
る
こ

と
で
、
栄
養
性
や
機
能
性
を
付
加
し
て
い

ま
す
。
人
類
の
歴
史
の
中
で
こ
れ
ま
で
長

い
間
、
太
陽
の
光
の
下
で
土
壌
を
使
っ
て

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
農
業
の
方
法

は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。
そ
れ
に
加
え

て
、
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
ず
一
年
中
栽

培
で
き
る
新
た
な
方
法
が
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
や
秋
田
で
農
業
の
一
端
を
担
う
日
が

来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
医
食
農
同
源
」を
目
指
し
た

新
た
な
農
業
へ

●おがわ・あつし
1972年生まれ。奈良市出身。大阪教育大学附属高等学校平野校舎卒業
後、名古屋大学農学部入学。名古屋大学大学院農学研究科博士後期課程
を中退し、1999年秋田県立大学生物資源科学部 助手に就任。2011年より
同校 准教授、2016年より同校 教授に就任。もともとの専門は植物の根の植
物生理学的研究。近年「腎臓病透析患者のための低カリウム野菜」をはじめと
する高付加価値、高機能性野菜の栽培方法に関する研究にも取り組む。
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小川 敦史
秋田県立大学　生物資源科学部　教授

一年中栽培できる
「植物工場」。

娘と私。

〃〃

秋
田
米
フ
ォ
ー
ラ
ム

6
日

都
府
県
本
部
長
会
議

21
日

全
農
県
本
部
運
営
委
員
会

26
日

仕
事
納
め
式

28
日 12

月 

J
A
全
農
あ
き
た

農
協
法
施
施
行
記
念
式
典

18
日

事
務
長
会
議

19
日

院
長
会
議

21
日

看
護
部
長
会
議

22
日

厚
生
連
理
事
会

25
日

厚
生
連
経
営
管
理
委
員
会

26
日

仕
事
納
め
式

29
日 12

月 

J
A
秋
田
厚
生
連

全
県
共
済
担
当
部
課
長
会
議

12
日

全
県
J
A
共
済
事
業
担
当
常
勤
役
員
会
議

21
日

全
共
連
県
本
部
運
営
委
員
会

26
日

仕
事
納
め
式

28
日 12

月 

J
A
共
済
連
秋
田

「１年って早いね、あっという間だね」このようなフレーズは、年末に関わらず
誕生日や記念日、何かしらの節目で誰もが口にしたことあるはず。歳をとるほ
ど時間が早く経つように感じる、この現象！ 「ジャネーの法則」といい、心理的
に解明されているそうです。心理的な感覚はどうであれ、時間は平等に流れ
ていますから、歳を重ねても１年を振り返ったときに、充実感や満足感をしっ
かりと実感できる生活を送りたいものです。みなさま、よいお年を。（星）

編集後記

①募 集 人 数　 若干名
②応 募 資 格 平成30年3月末卒業見込みまたは
 募集職種の国家資格を有する方
③採用試験日程 ご相談の上、試験日を決定します 
④募 集 期 間 平成29年9月25日～平成30年3月9日

２． 薬 剤 師

JA秋田厚生連・平成30年度 職員採用試験情報

ＪＡ秋田厚生連  医療従事者確保対策室
TEL.018－864－2652
E-mail:kakuho@akitakouseiren.or.jp

応募・お問い
合わせ先

●募集要項・応募様式について ホームページからダウンロード可能です。
http://www.akitakouseiren.or.jp

１． 看護職員

①募集職種・人数 ●助産師 ５名程度
 ●看護師 20名程度
②応 募 資 格 平成30年3月末卒業見込みまたは
 募集職種の国家資格を有する方
③採用試験日程 ご相談の上、試験日を決定します 
④募 集 期 間 平成29年11月1日～平成30年3月30日

随時募集

随時募集

新卒の学生さんはもちろん、既卒・Ａターンの方、大歓迎します！

定員に達した場合は募集を終了する場合があります。お早めのご応募をお待ちしております。

定員に達した場合は募集を終了する場合があります。お早めのご応募をお待ちしております。

 

農協観光 秋田支店だより農協観光 秋田支店だより

農協観光 秋田支店

http://www.ntour.jp/

〒010-0976 秋田市八橋南2-10-16
TEL.018-864-2588  FAX.018-864-2590
営業日：月曜日～金曜日（祝日は除きます） 
営業時間：午前9時～午後5時

■出　発　日 平成30年1月17日(水)
■旅 行 代 金 
　
■募 集 人 数 170名様（最少催行人員110名様）
■利用航空会社 エバー航空（チャーター）
■添　乗　員 全行程同行いたします
■食 事 条 件 朝3回／昼2回／夕2回／軽食１回
■利用予定ホテル 三徳大飯店、兄弟大飯店、華泰王子大飯店、国賓大飯店
■申込締切日 平成29年１2月22日（金）

129,800円～129,800円～

※写真は全てイメージです※写真は全てイメージです

※機内食は除く※機内食は除く

※燃油サーチャージの徴収はいたしません。※燃油サーチャージの徴収はいたしません。

◎一人部屋利用追加料金（３泊分）26,000円～

大人お一人様
（２名１室利用）

エバー航空は

フロマス
冬号

ＪＡ関連直売所で
無料配布中です！

vol.4

冬号の特集は「菌床しいたけ」。
ＪＡ秋田ふるさとの生産者にお
話を伺いました。また、おいしい

「しいたけレシピ」も掲載してい
ます。ぜひご覧ください。


